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三越伊勢丹グループ 企業理念
2023年4月、三越伊勢丹グループのすべての企業活動の原点にある

最も基本的な考え方として「三越伊勢丹グループ 企業理念」を制定いたしました。

私たちが社会のなかで、どのような価値提供により貢献できるのか、

どのような姿を目指していくのか、そして存在意義は何なのかを表しています。

根本精神
4つの百貨店のれんで創業以来の長い歴史のなかで培ってきた

「お客さま第一のもとに、社会や顧客ニーズの変化を先取りし、

お客さまに豊かさを届け続ける、そして自ら変革していく挑戦の精神」。

あらためて私たちの原点を見出すため、これらの根本精神や歴史に立ち返りながら、

企業理念の再整理を進めました。

社会的貢献と
企業の繁栄

伝統を越える
革新性

まごころと
創意工夫

三 越 伊勢丹

『道義を守り、
奉仕の心を持つ、
企業経営。』

豊かな社会づくり
への貢献、

モラルの実践、
お客さまへの奉仕

岩田屋

『信義を守り、
まごころの奉仕』

丸井今井

1

お客を大切に親切に、
清く正しく信用第一

2

お客は父、問屋は母、
情誼を篤く鄭重に

3

事業は人なり、
慈愛で導け
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「三越伊勢丹グループ 企業理念」を表現した映像をご紹介しています。
https://www.imhds.co.jp/ja/company/philosophy.html

https://www.imhds.co.jp/ja/company/philosophy.html
https://www.imhds.co.jp/ja/company/philosophy.html
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再整理のプロセス

「三越伊勢丹グループ 企業理念」の再整理にあたっては、

（株）三越伊勢丹、地域事業会社、関係会社を含めた

グループ従業員約14,000人に、仕事のなかでの

「自身のやりがい」「大切にしていること」「三越伊勢丹グループの存在意義」

についてのアンケートを実施。

あわせて、グループで約1,600回を超える対話会を行い、

一人一人が想いを語り合うことで進めてきました。

そして、集まった従業員の声や想いを経営陣が受け止めるとともに、

ワークショップや対話会で議論し、想いをつないできました。

こうしたプロセスを何度も反復させながら、“私たちの想い”を見出しました。

従業員の声

従業員の想いを
議論につなぐ

経営陣の
相互理解・団結

従業員アンケート

グループ計
約14,000人

想いを伝える、仲間の想いを聞く

さまざまな仲間との対話会

グループ計約1,600回以上
延べ約1,700時間

従業員一人一人が考え、言葉にする

経営陣によるワークショップ・対話会

従業員アンケート
地域事業会社・関係会社を含めた計34社、海外
出向者やグループ外の出向者なども含めた約
14,000人の従業員から熱い想いが込められた
回答が集まりました。

所属や階層などの垣根を越えて、さまざまな
社内の仲間とも対話を重ねたほか、経営陣同士
の対話会も行い、双方の議論を積み重ねながら、
経営陣によるワークショップへとつないで
いきました。

地域事業会社・関係会社の社長を含めた経営陣
28人による終日のワークショップを複数回実
施。参加した経営陣は、従業員からのアンケー
ト結果や従業員との対話会で上がった声をも
とに、グループ全員の“私たちの共通の想い”を
見出しました。

さまざまな仲間との対話会

経営陣によるワークショップ

（左上）会社・部門・所属を超えた対話会　（右上）グループ外出向者との対話会
（左下）経営陣同士の対話会　（右下）経営陣と従業員の対話会
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再整理の目的

三越伊勢丹グループは、三越、伊勢丹、岩田屋、丸井今井の4つののれんを持ち、

それぞれ挑戦の歴史を繰り返しながら、社会とともに成長し、

国内外の百貨店業を中心にさまざまな事業を通じて新たな価値を提供し続けてまいりました。

そして、2021年に発表した中期経営計画（2022-2024年度）において、目指す姿を

「お客さまの暮らしを豊かにする、“特別な” 百貨店を中核とした小売グループ」と設定。

この「私たちが目指す姿（ビジョン）」の実現に向けて「私たちの存在意義（ミッション）」と

「私たちが大切にする思考と行動（バリューズ）」を明確化し、あらためて自分自身の働く目的や

会社の存在意義について、経営陣と従業員が共に考える必要があるのではないか、

という想いから、企業理念体系の再整理を行いました。

「三越伊勢丹グループ 企業理念」のもと、グループ一丸となり、

ステークホルダーの皆さまとの継続的な対話を進めながら

「私たちが目指す姿」の実現につなげてまいります。

企業理念 三越伊勢丹グループのこれまでとこれから



「お客さま第一」の提案

定期宅配サービス
カジュアルギフト
オンラインサービス

メタバースを活用した
仮想都市サービス

駿河町越後屋呉服店大浮絵（奥村政信・画）

※1 足を3D計測し、お客さまの足に合う靴を選ぶことができるサービス
※2 ３Dスキャン計測したお客さまの体型特徴から、スタイリストが似合うファッションやスタイリングをおすすめするサービス

「店前現銀掛値なし」という新たな販売方法
たなさきげんきんかけね

デジタルを活用したお買物の提案

レ ヴ ワ ー ル ズム ー ド マ ー ク

三越伊勢丹グループは、創業より変わることのない「お客さま第一」の根本精神を基礎に、時代の変化に合わせて、変革への挑戦をし続けてきました。

三越は、「誰もが同じ価格で買い物ができる店」を世界で初めてつくるなど、現在では当たり前となっている数々の商法を生み出してきました。

伊勢丹は、ティーンエイジャー向けのあたらしい既製服を日本で初めて開発するなど、「創意工夫」によって、自由にファッションを楽しめる土台を創造してきました。　　

今、時代が大きく変化するなかで、さまざまな挑戦を続けています。どこにいても店頭と同じようにお買物が楽しめるアプリ「三越伊勢丹リモートショッピング」や

オンラインの食品定期宅配サービス「ISETAN DOOR」、デジタルを活用したパーソナルサービス「YourFIT365※1」「Match palette by SCANBE※2」、

住所を知らない相手にもギフトを贈ることができるオンラインサービス「MOO:Ｄ MARK by ISETAN」、メタバースを活用したスマートフォン向けアプリ「REV WORLDS」など

デジタルと実店舗をひとの力でつないだ取り組みを通じ、お客さまの豊かな暮らしの実現を目指していきます。

ユアフィット マ ッ チ パ レ ッ ト
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新宿にゆかりのある方々とともに、まちの魅力を発信した「新宿90スナップ」
（伊勢丹新宿本店 新宿出店90周年特別企画）

新たな発想で、新たなライフスタイルを創造
三越伊勢丹グループは既成概念にとらわれない新たな発想で数々の“場”を創出してきました。

三越は、1907年に新美術部を設立して作家の作品発表の場を設けました。1927年には三越ホール（現 三越劇場）を開場、優れた文化・芸術発信の場を創出し、日本文化の発展に貢献してきました。

伊勢丹は、1933年に商圏拡大が有望視された新宿の地にいち早く進出。アジア初となる男性向けファッションの専門館「男の新館」（現 メンズ館）や、

若手デザイナーの新進的なインキュベーションを行う「解放区」など、既成概念にとらわれない、あたらしい“場”の提案を次々に打ち出してきました。

今後も三越伊勢丹グループは、新たな発想で、お客さまの新たなライフスタイルを創造していきます。

百貨店の魅力で包み込むまちづくりを行い､｢日本の誇り､世界への発信力を持ち､高感度上質消費において最も支持される」存在になることを目指します。

新たな発想で創出してきた数々の“場” まちづくりを通して“特別な”存在へ

（左上）新美術部設立時の販売風景　（右上）三越ホール（1927年当時）
（左下）男の新館　（右下）解放区
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